
令和 8年 10 月 6日

長崎県「推し魚」選定委員会において、平戸市の「シイラ」を長崎県「推し魚」の第 3 号に、対馬市の「アナゴ」を第

4 号に選定しました。これを記念し、平戸市の「シイラ」については令和 8 年 10 月 20 日（火）、対馬市の「アナゴ」に

ついては同年 11 月 5 日（木）に、それぞれ認定記念お披露目会及び市との連携協定締結式を開催しますので、お

知らせします。

平戸市のシイラと対馬市のアナゴは共に全国有数の水揚げ量を誇るとともに、鮮度・品質の高さから市場関係者

や消費者から高い評価を受けています。地域の歴史や食文化と深く結びついた水産資源であり、その魅力を広く発

信することで水産物の産地消費拡大及び地域の活性化につながることが期待されることから、「推し魚」に選定され

ました。

なお、長崎県による「推し魚」の認定は、新上五島町の養殖クロマグロ、松浦市のマアジに続くものであり、今回

の認定により県内各地域が誇る特色ある水産資源の魅力発信をさらに推進してまいります。
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長崎県「推し魚」プロジェクト第３・４弾!!

長崎県が誇る、「平戸市のシイラ」と「対馬市のアナゴ」に決定

お披露目会および連携協定締結式

【第 3号 平戸市のシイラ】 日時：令和 8年 10 月 20 日(木)15:00～16:00 場所：長崎サンプリエール

【第 4号 対馬市のアナゴ】 日時：令和 8年 11 月 5 日(木)15:00～16:00 場所：後日公表

長崎県

推し魚第３号「平戸市のシイラ」イラスト   推し魚第４号「対馬市のアナゴ」イラスト



長崎県「推し魚プロジェクト」とは？

水揚げ量は北海道に次いで全国 2位（西日本では 65 年以上連続 1位）であり、水揚げされる魚種は 350 種類で

全国 1位と言われる、“西の横綱”長崎県では、県内の優れた魅力を持つ水産物の中から、産地の「食」の魅力を全

国に PR できる魚を「推し魚」に選定し、その地域での食体験が旅の目的となるよう、水産物の産地消費拡大及び地

域の活性化を後押しする「推し魚プロジェクト」を進めています。

「推し魚」は、地域の飲食店やホテルなどで、その地域ならではの食の魅力を感じられるように、地域内で安定的

な提供の仕組みが整った産地イチ推しの魚のことで、『長崎県「推し魚」選定委員会』が選定しています。

令和 8 年度までに、県内で漁獲される多種多様な魚の中から 4 魚種程度を選び、県と選定された市や町が連携

してプロモーションを行い、「食体験を目的とした誘客」や産地消費の拡大を目指します。

・第 1号：新上五島町 養殖クロマグロ

・第 2号：松浦市 マアジ

・第 3号：平戸市 シイラ

・第 4号：対馬市 アナゴ

お披露目会及び連携協定締結式の概要

■第３号平戸市のシイラ

【日 時】令和 8年 10月 20 日(火)15:00～16:00

【内 容】 ・関係者による協定書署名

・平戸市等によるプロモーション

・シイラを使った地元料理の試食

【場 所】長崎サンプリエール 3階(長崎市元船町 2番 4号)

【主な出席者】長崎県知事 平田研、平戸市長 松尾有嗣 ほか

※取材を希望される場合は、10 月 16 日（金）17 時までに下記の水産加工流通課担当宛てご連絡ください。

■第４号対馬市のアナゴ

【日 時】令和 8年 11月 5日(木)15:00～16:00

【内 容】 ・関係者による協定書署名

・対馬市等によるプロモーション

・アナゴを使った地元料理の試食

【場 所】長崎市内（※調整中）※後日公表します。

【主な出席者】長崎県知事 平田研、対馬市長 比田勝尚喜 ほか

※取材を希望される場合は、11 月 2日（月）17 時までに下記の水産加工流通課担当宛てご連絡ください。

今後の展開

今後は、各市とも連携しながら地域の特色を生かしたプロモーションを展開していく予定です。長崎県の HP 等で

随時情報を発信していきます。

長崎県「推し魚」ロゴ



本件に関する問い合わせ先

●長崎県 水産部 水産加工流通課 担当：石田、久保

Tel：095-895-2871 E-mail：naoya_ishida@pref.nagasaki.lg.jp

●長崎県 秘書・広報戦略部 ながさきＰＲ戦略課 プレスリリース配信業務担当：野崎

Tel：095-895-2026 E-mail：s18020@pref.nagasaki.lg.jp

すべてが輝いて、ひとつの長崎。
長崎県では、県民の皆様が地域の魅力を再認識し、誇りに思えるような長崎県のブランディングに取り組んでいます。その一環

で作成したブランドロゴ・メッセージは、県内外への調査等から明らかとなった長崎県のブランド価値である「多様性⇔包容力」を

具現化したものです。ロゴのデザインには、長崎県の 21 市町を表現した 21 枚の花弁で一輪の花をつくり、「ひとつの長崎」という

想いを込めています。本県が持つ多様性は、人々の包容力を育て、そしてその包容力が、さらなる多様性を育んできたという、長

崎県のブランド価値の本質である「人」を表現しています。詳細は県公式 HP（https://www.pref.nagasaki.jp/doc/page-

744329.html）をご覧ください。


